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野
口
雨
情
の
童
謡
論
に
お
け
る
「
教
育
」
の
検
討 

―
『
童
謡
と
児
童
の
教
育
』
を
中
心
に
― 

金 

田 

啓 

子 

 

A
bstract N

oguchi U
jo w

as the w
riter of the children’s songs  

called ‘doyo’ of Taisho-Show
a period. A

fter he argued w
ith 

the teachers of the elem
entary school , he began to use the 

w
ord “education” in his essays about ‘doyo’ . A

nd gradually, 

the part of the w
ord becam

e m
ore im

portant. A
t one tim

e,I 

w
rote the thesis in w

hich I exam
ined the w

ord “education”  

in the essay “D
oyo Jikkou (The Ten Lectures about the 

children’s songs)” w
ritten by N

oguchi U
jo. B

ut in the essay, 

he says that he couldn’t refer to the education enough though 

he w
anted to em

phasize that. A
nd after that, he w

rote another 

essay “D
oyo to Jido no K

youiku (The C
hildren’s Songs and 

the Education of the elem
entary school pupils). So, in this 

thesis, I exam
ine the w

ord “education” in the essay.  

    H
e 

thought 
that 

pupils 
m

ust 
be 

educated 
not 

only 

physically but also m
entally. For that, he recognized “doyo” 

w
as 

im
portant. 

B
ecause 

it 
could 

lead 
pupils 

to 
good 

personality, and it could let adults understand children’s 

feeling. A
nd because singing it w

ould also m
ake pupils 

com
fortable. 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
…
… 

野
口
雨
情 

童
謡 

教
育 

子
ど
も 

第
一
章 

研
究
の
目
的
・
意
義
・
方
法 

  

野
口
雨
情
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
月
に
、『
童
謡
と
児
童
の
教

育
』(

1)

と
い
う
教
育
の
切
り
口
か
ら
の
童
謡
論
を
出
版
し
て
い
る
。
雨
情
は

同
年
の
三
月
に
『
童
謡
十
講
』
と
い
う
、
総
合
的
な
角
度
か
ら
自
身
の
童
謡

に
対
す
る
考
え
方
を
網
羅
的
に
記
し
た
著
書
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

「
郷
土
童
謡
論
と
童
謡
教
育
論
と
は
、
力
説
す
べ
き
私
の
主
眼
で
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
さ
へ
、
実
例
を
引
用
し
て
言
及
す
る
暇
の
な
か
つ
た
こ
と
を
遺

憾
に
思
ひ
ま
す
」（
２
）

と
反
省
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
童
謡
を
語
る
上

で
雨
情
の
最
大
の
関
心
事
の
一
つ
で
あ
る
「
童
謡
教
育
」
に
つ
い
て
、『
童
謡

十
講
』
で
は
触
れ
得
な
か
っ
た
内
容
を
補
完
し
た
も
の
が
こ
の
著
書
で
あ
る

と
言
え
る
。 

 
と
こ
ろ
で
雨
情
は
、
こ
の
前
年
で
あ
る
大
正
十
一
年
に
、
学
校
教
育
に
お

け
る
童
謡
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
詩
人
の
横
瀬
夜
雨
や
小
学
校
の
訓
導
ら
と

論
争
を
し
て
い
る
。そ
の
中
で
雨
情
が
大
き
く
主
張
し
た
も
の
の
一
つ
が「
教

育
」
で
あ
っ
た
が
、
論
争
よ
り
前
に
著
し
た
童
謡
論
の
中
で
は
、「
教
育
」
と
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い
う
語
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
論
争
の
直
後
に
出
版
さ
れ
た

『
童
謡
十
講
』
で
は
前
述
の
よ
う
な
言
葉
を
記
し
て
お
り
、
さ
ら
に
同
年
中

に
、
こ
の
語
を
タ
イ
ト
ル
の
一
部
と
し
た
童
謡
論
を
出
版
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
雨
情
の
中
で
、「
教
育
」
に
対
す
る
意
識
が
自
覚
的
に
な
り
、

童
謡
の
役
割
と
し
て
大
き
な
部
分
を
担
う
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

雨
情
の
示
す
「
教
育
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
雨
情
の
認
識
が
自
覚
的
に
焦

点
化
さ
れ
て
行
っ
た
経
緯
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
筆
者

は
、
以
前
に
『
童
謡
十
講
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
教
育
」
と
い
う
語
に
つ

い
て
す
で
に
検
討
し
た
（
３
）
。
ゆ
え
に
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、『
童
謡
と
児

童
の
教
育
』
を
取
り
上
げ
、
こ
の
中
の
「
教
育
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
検
討

す
る
。 

 

研
究
方
法
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
初
め
に
、
次
章
に
お
い

て
、『
童
謡
と
児
童
の
教
育
』
の
概
観
を
述
べ
る
。
次
に
、
第
三
章
に
お
い
て
、

「
教
育
」
の
分
析
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
本
書
中
の
「
教
育
」
と
い
う
語

句
を
す
べ
て
挙
げ
、
接
続
し
て
い
る
語
句
に
よ
っ
て
分
類
し
、
文
脈
か
ら
そ

の
用
い
ら
れ
方
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
第
四
章
に
お
い
て
、
本
書
中
か
ら
み

て
と
れ
る
、
雨
情
の
考
え
る
童
謡
と
教
育
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。 

 

尚
、『
童
謡
十
講
』
の
刊
行
後
、『
童
謡
と
児
童
の
教
育
』
を
発
刊
す
る
ま

で
に
、
雨
情
は
『
童
謡
教
育
論
』
と
い
う
も
う
一
冊
の
童
謡
論
を
著
し
て
い

る
。
し
か
し
、
次
章
に
お
い
て
述
べ
る
理
由
か
ら
、
ま
ず
、
本
論
に
お
い
て

は
『
童
謡
と
児
童
の
教
育
』
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。 

 

第
二
章 

『
童
謡
と
児
童
の
教
育
』
に
つ
い
て 

  

本
書
の
刊
行
年
等
に
つ
い
て
は
、
前
章
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
構
成

を
記
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

自
序 

一
童
謡
の
使
命 

二
童
謡
は
郷
土
に
生
れ
た
も
の 

三
童
謡
と

は
如
何
な
る
も
の
か 

四
外
国
に
於
け
る
童
謡
の
一
瞥 

五
詩
の
な
い

日
本 

六
童
謡
は
子
供
の
心 

七
童
謡
の
正
風
と
は
何
か 

八
正
風
童

謡
続
話 

九
郷
土
童
謡
と
は
何
か 

一
○
童
謡
と
教
育 

一
一
童
謡
と

童
話 

一
二
童
謡
の
教
育
的
指
導
法 

一
三
童
謡
作
法
の
指
導 

一
四

結
論 

こ
れ
を
見
て
気
付
く
こ
と
は
、
教
育
に
関
す
る
こ
と
を
特
に
取
り
上
げ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
雨
情
の
主
張
す
る
す
べ
て
の
分
野
が
、
教
育
の
範
囲
に

包
括
さ
れ
る
よ
う
な
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
郷
土
童
謡
論
」
は
、『
童
謡
十
講
』
の
は
し
が
き
に
お
い
て
、
力

説
す
べ
き
主
眼
と
し
て
「
童
謡
教
育
論
」
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
本
書
に

お
い
て
は
児
童
教
育
と
の
関
連
で
、
む
し
ろ
、
児
童
教
育
の
中
で
意
味
を
持

つ
も
の
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
記
述
と
し
て
も
、『
童
謡
教
育
論
』
で

は
童
謡
を「
児
童
の
宗
教
」と
表
現
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
も
の
が
、

本
書
に
お
い
て
は
、
教
育
が
童
謡
の
「
使
命
」
で
あ
る
と
い
う
、
強
い
言
葉

に
変
わ
っ
て
い
る
。『
童
謡
教
育
論
』
刊
行
後
、
立
て
続
け
に
こ
の
書
を
発
行

し
た
理
由
は
、こ
こ
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。槍
田
良
枝
の
本
書
解
題
に
は
、

「『
童
謡
十
講
』『
童
謡
教
育
論
』
の
二
冊
を
合
わ
せ
た
内
容
で
、
叙
述
も
ほ
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ぼ
同
様
で
あ
る
」（
４
）
と
あ
る
が
、
単
に
双
方
の
内
容
を
総
合
し
た
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
雨
情
の
最
も
主
張
し
た
い
内
容
が
焦
点
化
さ
れ
て
、
そ
れ
を

軸
に
ま
と
め
直
し
た
と
み
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
童
謡
と
教
育
と
の
つ
な
が

り
を
よ
り
強
く
示
す
た
め
に
著
さ
れ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
童
謡
教
育
論
』
よ
り
も
先
に
分
析
対
象
と

し
た
。 

 

第
三
章 

『
童
謡
と
児
童
の
教
育
』
の
中
の
「
教
育
」 

 

一 

「
教
育
」
の
分
類 

 

本
書
に
お
け
る
「
教
育
」
は
、
全
部
で
九
十
三
例
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
に

一
か
ら
九
三
ま
で
番
号
を
ふ
り
、
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。
ま
ず
、
熟
語
を

形
成
す
る
形
で
「
教
育
」
に
接
続
す
る
も
の
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の

は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。 

ア
「
童
謡
（
の
）
教
育
」
…
一
（
三
一
三
頁
）、
二
（
三
一
三
頁
）、
三 

（
三
一
四
頁
）、
四
（
三
一
四
頁
）、
五
（
三
一
四
頁
）、
二
七
（
ハ
と
重
複 

（
三
一
九
頁
））、
三
二
（
三
三
三
頁
）、
三
四
（
三
三
九
頁
）、
五
三 

（
三
六
九
頁
）
六
七
（
三
八
二
頁
）、
六
八
（
三
八
二
頁
）、
六
九 

（
三
八
二
頁
）、
八
八
（
四
一
二
頁
）、
九
三
（
四
六
七
頁
） 

イ
「
基
礎
教
育
」
…
六
（
三
一
四
頁
）、
七
二
（
三
八
四
頁
） 

ウ
「
児
童
教
育
」
…
二
三
（
三
一
七
頁
）、
二
九
（
三
一
九
頁
）、
四
五 

（
三
五
六
頁
）、
九
二
（
四
六
六
頁
） 

エ
「
子
供
の
教
育
」
…
四
四
（
三
五
五
頁
）、
八
五
（
ノ
と
重
複
（
四
○
七
頁
）） 

オ
「
一
般
の
教
育
」
…
六
四
（
三
八
○
頁
） 

カ
「
小
学
教
育
」
…
七
一
（
三
八
四
頁
） 

キ
「
学
校
教
育
」
…
九
一
（
四
二
九
頁
） 

ク
「
現
代
（
の
）
教
育
」
…
二
二
（
三
一
七
頁
）、
二
五
（
三
一
八
頁
）、 

二
八
（
三
一
九
頁
）、
五
六
（
三
七
○
頁
）、
五
七
（
三
七
○
頁
）、
五
八 

（
三
七
○
頁
） 

ケ
「
現
在
の
教
育
」
…
七
五
（
三
八
五
頁
）、 

コ
「
新
し
い
教
育
」
…
三
一
（
三
三
三
頁
） 

サ
「
官
僚
教
育
」
…
二
六
（
三
一
八
頁
） 

シ
「
理
智
的
（
の
）
教
育
」
…
一
九
（
ス
と
重
複
（
三
一
七
頁
））、
八
九 

（
四
二
五
頁
） 

ス
「
物
質
（
的
）（
の
）
教
育
」
…
一
九
（
シ
と
重
複
（
三
一
七
頁
））、
四
二 

（
三
四
九
頁
）、
六
二
（
三
七
八
頁
）、
九
○
（
四
二
五
頁
） 

セ
「
芸
術
教
育
」
…
二
○
（
三
一
七
頁
） 

ソ
「
文
芸
教
育
」
…
二
一
（
三
一
七
頁
） 

タ
「
修
身
教
育
」
…
五
九
（
三
七
○
頁
）、
六
○
（
三
七
七
頁
） 

チ
「
情
操
教
育
」
…
六
五
（
三
八
一
頁
）、
六
六
（
三
八
一
頁
） 

ツ
「
人
格
的
（
の
）
教
育
」
…
四
三
（
テ
と
重
複
（
三
四
九
頁
））、
五
四 

（
三
六
九
頁
）、
七
○
（
テ
と
重
複
（
三
八
二
頁
）） 

テ
「
精
神
的
の
教
育
」
…
四
三
（
ツ
と
重
複
（
三
四
九
頁
））
七
○ 

（
ツ
と
重
複
（
三
八
二
頁
）） 

ト
「
真
の
教
育
」
…
七
三
（
三
八
四
頁
）、
七
六
（
三
八
八
頁
）、
七
七
（
三

八
八
頁
）、
七
八
（
三
八
八
頁
） 
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ナ
「
教
育
上
」
…
七
（
三
一
四
頁
）、
八
（
三
一
四
頁
）、
九
（
三
一
四
頁
）、

四
六
（
三
五
九
頁
） 

ニ
「
教
育
家
」
…
一
六
（
三
一
五
頁
） 

ヌ
「
実
際
教
育
家
」
…
一
四
（
三
一
五
頁
） 

ネ
「
教
育
界
」
…
一
五
（
三
一
五
頁
） 

ノ
「
教
育
機
関
」
…
一
八
（
三
一
七
頁
）、
二
四
（
三
一
七
頁
） 

ハ
「
教
育
者
」
…
二
七
（
ア
と
重
複
（
三
一
九
頁
））、
三
三
（
三
三
六
頁
）、 

七
九
（
三
八
八
頁
）、
八
○
（
三
九
○
頁
）、
八
五
（
エ
と
重
複 

（
四
○
七
頁
））、
八
六
（
四
○
七
頁
） 

ヒ
「
教
育
学
者
」
…
七
四
（
三
八
四
頁
） 

フ
「
教
育
論
」
…
四
七
（
三
五
九
頁
）、
四
八
（
三
六
七
頁
） 

ヘ
「
教
育
的
効
果
」
…
三
六
（
三
四
八
頁
）、
六
三
（
三
七
八
頁
）、
八
一
（
三

九
○
頁
） 

ホ
「
教
育
的
価
値
」
…
三
九
（
三
四
八
頁
）、
五
○
（
三
六
九
頁
） 

マ
「
教
育
的
指
導
法
」
…
八
三
（
三
九
○
頁
） 

ミ
「
教
育
的
使
命
」
…
八
七
（
四
一
二
頁
） 

ム
「
非
教
育
的
童
謡
」
…
四
○
（
三
四
八
頁
） 

そ
の
他
、「
教
育
」
単
独
で
用
い
ら
れ
、
格
助
詞
等
が
後
続
し
て
い
る
も
の

は
、
一
○
（
三
一
五
頁
）、
一
一
（
三
一
五
頁
）、
一
二
（
三
一
五
頁
）、 

一
三
（
三
一
五
頁
）、
一
七
（
三
一
五
頁
）、
三
○
（
三
三
三
頁
）、
三
五
（
三

四
八
頁
）、
三
六
（
三
四
八
頁
）、
三
七
（
三
四
八
頁
）、
三
八
（
三
四
八
頁
）、

四
一
（
三
四
九
頁
）、
四
九
（
三
六
九
頁
）、
五
一
（
三
六
九
頁
）、
五
二
（
三

六
九
頁
）、
五
五
（
三
七
○
頁
）、
六
一
（
三
七
七
頁
）、
八
二
（
三
九
○
頁
）、

八
四
（
四
○
七
頁
）
で
あ
る
。 

 

ア
か
ら
ト
ま
で
は
「
教
育
」
の
前
に
他
の
語
句
が
接
続
し
て
、
教
育
の
種

類
・
性
質
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
の
、「
教
育
」
の
後
に
他
の

語
句
が
接
続
す
る
ナ
か
ら
ム
ま
で
は
、「
教
育
」
と
い
う
概
念
が
成
立
し
て
い

る
上
で
、
そ
れ
に
携
わ
る
人
や
関
連
す
る
も
の
を
指
し
た
り
、
さ
ら
に
は
そ

れ
が
影
響
を
及
ぼ
す
対
象
を
表
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、「
教
育
」
単
独
で

用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
場
合
に
応
じ
て
、
漠
然
と
し
た
内
容
を
持

つ
も
の
も
あ
れ
ば
、
他
の
語
に
接
続
し
た
「
教
育
」
と
関
連
し
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
本
論
は
、「
教
育
」
の
性
質
に
つ
い
て
、
雨
情
の
認
識
を

規
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
ア
か
ら
ト
を
中
心
に
考
え
る
。

以
下
、
検
討
に
入
る
。 

二 

ア
の
分
析 

 

「
童
謡
（
の
）」
に
接
続
し
て
い
る
も
の
は
、
二
七
以
外
は
、
童
謡
を
用
い

た
教
育
と
い
う
意
味
で
記
さ
れ
て
い
る
。
二
七
は
、「
一
童
謡
の
使
命
」
の
章

の
次
の
よ
う
な
文
脈
に
現
れ
て
い
る
。「
そ
れ
ら
の
叫
び
は
、
敢
へ
て
注
意
す

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
然
し
そ
の
ま
ま
放
擲
し
て
置
く
と
、
何
時
ど
ん

な
風
に
し
て
、
真
面
目
な
童
謡
教
育
者
、
真
面
目
な
童
謡
作
家
、
延
い
て
は

児
童
の
心
に
ま
で
悪
い
傾
向
を
導
き
入
れ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
か
ら
、…
」。

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
そ
れ
ら
の
叫
び
」
と
は
、
童
謡
の
隆
盛
に
伴
い

「
利
益
も
大
き
い
代
り
に
害
毒
も
お
お
き
く
な
」
っ
た
こ
と
を
指
し
、
具
体

的
に
は
童
謡
に
対
す
る
「
非
難
や
攻
撃
や
排
斥
の
声
」、「
そ
れ
に
対
す
る
弁

駁
、
攻
撃
、
更
に
新
ら
し
い
理
論
な
ど
」
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
文
脈
で
は
、

童
謡
を
用
い
た
教
育
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
童
謡
を
教
育
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す
る
者
が
受
け
る
か
も
知
れ
な
い
一
影
響
を
示
し
て
お
り
、
ハ
の
「
教
育
者
」

と
重
複
し
て
分
類
は
し
た
が
、
教
育
者
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
の
記
述
と

も
思
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
付
加
的
要
素
が
強
い
部
分
と
判
断
す
る
。 

そ
の
他
の
も
の
は
童
謡
を
用
い
た
教
育
と
い
う
意
味
を
表
し
、
そ
れ
が
ど

の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
観
点
か
ら
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。「
童
謡

（
の
）
教
育
」
と
い
う
の
は
、
本
書
の
主
旨
の
核
心
を
表
す
も
の
で
あ
る
た

め
、
用
例
も
十
三
例
と
多
く
、
直
接
主
張
を
示
す
部
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
一
四
結
論
」
の
最
後
の
一
文
に
、

「
日
本
は
近
い
将
来
に
於
て
『
棲
み
い
い
国
、
暮
ら
し
い
い
国
』
と
な
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
童
謡
教
育
の
力
に
よ
つ
て
、
こ
は
ば
つ
た
児
童
の
心

は
や
は
ら
げ
ら
れ
、
健
全
な
る
国
民
性
の
涵
養
と
共
に
愛
郷
の
強
い
精
神
を

培
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
」（
九
三
）
と
い
う
形
で
現
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
分
か
る
。
こ
の
部
分
は
、
本
書
す
べ
て
の
内
容
の
ま
と
め
で
あ
る

と
言
え
る
が
、
こ
こ
か
ら
本
書
の
主
旨
の
大
枠
を
捉
え
る
と
す
る
と
、
雨
情

は
、
国
と
郷
土
に
対
す
る
精
神
を
最
も
大
き
く
捉
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
、
ま
ず
、「
童
謡
（
の
）」
に
接
続
し
て
い
る
教
育
は
、「
自
序
」
に
五

例
と
多
く
現
れ
て
い
る
が
、
一
、
三
、
四
、
五
は
、
文
脈
を
見
れ
ば
九
三
と

ほ
と
ん
ど
同
様
の
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
自
序
」
の
章

は
、
雨
情
の
主
張
の
中
で
も
強
く
述
べ
た
い
事
柄
を
初
め
に
書
き
出
し
た
部

分
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
、「
愛

郷
心
の
涵
養
は
、
童
謡
教
育
に
よ
つ
て
達
成
さ
れ
る
。
…
」。
三
、「
故
郷
に

対
す
る
愛
慕
心
が
国
民
間
に
失
は
れ
た
と
き
、
国
家
は
怖
る
べ
き
深
淵
に
陥

つ
て
了
ふ
。
こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
べ
く
童
謡
教
育
は
大
な
る
使
命
を
有
し
て

ゐ
る
。」。
四
、「
お
座
敷
文
学
に
よ
つ
て
、
故
郷
の
土
に
対
す
る
愛
慕
心
が
破

壊
さ
れ
て
了
つ
た
と
き
、
国
土
は
荒
廃
し
て
了
ふ
。
こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
べ

く
童
謡
教
育
は
重
い
使
命
を
有
し
て
ゐ
る
」。
五
、「
理
窟
は
つ
け
や
う
で
ど

う
に
も
な
る
が
、
要
す
る
に
国
家
、
国
土
に
代
ふ
べ
き
何
物
も
な
い
。
童
謡

教
育
は
一
に
国
民
性
擁
護
の
基
礎
教
育
で
あ
る
」。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
雨

情
は
、
童
謡
教
育
は
、
愛
郷
心
を
養
い
、
国
家
・
国
土
を
守
る
た
め
に
使
命

を
も
っ
て
為
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
に
言

う
「
国
土
」
と
は
、
字
義
通
り
の
国
の
領
土
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
適
切

な
表
現
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
根
を
張
っ
て
生

き
て
い
る
土
民
と
い
う
意
味
合
い
を
含
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。そ
れ
は
、

雨
情
は
同
じ
「
自
序
」
の
中
で
、「
国
土
」
と
い
う
語
の
使
用
例
を
求
め
て
み

る
と
、「
土
の
自
然
詩
は
、
国
土
的
個
性
を
有
し
、
お
座
敷
文
学
と
根
本
的
に

テ
ン
ペ
ラ
メ
ン
ト
を
異
に
す
」（
５
）

と
い
う
表
現
が
見
付
か
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
「
土
の
自
然
詩
」
と
い
う
語
を
追
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。「
正
風
童
謡
と
は
何
か
、
郷
土
童
謡
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
郷

土
童
謡
と
は
何
か
、
童
心
を
通
し
て
み
た
る
故
郷
の
謡
で
あ
り
、
土
の
自
然

詩
で
あ
る
」（
６
）
。「
土
の
自
然
詩
は
、
土
の
上
の
詩
人
に
よ
つ
て
う
た
は
れ

る
詩
で
あ
る
。
お
座
敷
詩
人
は
土
の
上
に
立
つ
て
足
元
を
見
る
こ
と
を
知
ら

な
い
。
…
」（
７
）
。「
土
の
自
然
詩
に
よ
つ
て
、
故
郷
に
対
す
る
愛
着
心
を
養

ふ
こ
と
が
出
来
る
。
…
」（
８
）
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
考
え
る
と
、「
土
の
自

然
詩
」
と
は
自
分
の
郷
土
の
土
に
親
し
み
、
し
っ
か
り
と
そ
の
上
に
立
っ
て

そ
れ
に
触
れ
、
見
る
こ
と
を
通
し
て
作
ら
れ
た
詩
を
指
す
の
で
あ
り
、
そ
の

「
土
の
自
然
詩
」
が
、「
国
土
的
個
性
」
を
有
す
る
点
で
「
お
座
敷
文
学
」
と
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異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
土
の
自
然
詩
」
と
「
お
座
敷
文
学
」
と
の
違

い
は
、
前
述
の
考
察
か
ら
す
れ
ば
、
郷
土
の
土
の
上
に
立
つ
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
言
う
「
国
土
」
と
は
「
土
」
に
重

き
を
置
い
た
言
葉
で
あ
る
と
捉
え
得
る
。
各
人
に
と
っ
て
の
故
郷
の
「
土
」

な
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
集
合
し
た
民
衆
に
と
っ
て
の
「
土
」
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
雨
情
は
、「
国
家
」
と
い
う
こ
と

を
大
き
く
取
り
上
げ
て
は
い
る
が
、「
教
育
」
と
い
う
語
を
用
い
る
に
当
た
っ

て
、
国
を
起
点
と
し
て
国
↓
郷
土
↓
民
衆
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
土
の
上
に
生
き
て
い
る
各
々
の
民
衆
が
存
在
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
愛
郷
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
、
そ
し
て
そ

れ
ら
が
集
合
し
、
各
地
方
地
方
が
愛
郷
心
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国

家
は
安
定
し
、
民
衆
も
ま
た
国
を
愛
す
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
全
体
像
を

持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
民
衆
に
視
点
を
置
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
九
三
の
文
脈
に
お
い
て
「
棲
み
い
い
国
、
暮
ら
し
い

い
国
」
と
あ
る
よ
う
に
、
雨
情
の
「
国
」
の
意
識
が
、
中
央
集
権
的
な
国
家

と
い
う
よ
り
は
、
民
衆
一
人
一
人
の
立
場
か
ら
見
た
国
が
念
頭
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
二
の
文
脈
は
「
童
謡
教
育
は
、
正
風
童
謡
に
よ
る
の
が
、
勿
論
で

あ
る
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
右
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、「
正
風
童
謡
」

と
は
「
郷
土
童
謡
」
で
あ
り
、「
土
の
自
然
詩
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
土
の
自
然
詩
」
と
は
、「
国
土
」
の
検
討
の
中
で
、、
土
の
上
に
立
ち
土
に

触
れ
て
い
る
民
衆
の
立
場
か
ら
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
と
一
、
三
、
四
、
五
の
文
脈
と
を
総
合
し
て
み
る
と
、
雨
情
は
、
郷
土

に
根
差
し
た
童
謡
を
教
育
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愛
郷
心
を
育
む
こ
と

が
で
き
、
ひ
い
て
は
国
家
の
安
定
に
も
つ
な
が
る
と
捉
え
て
い
た
こ
と
に
な

る
。 

 

と
こ
ろ
で
、「
自
序
」
に
お
け
る
記
述
は
、
雨
情
の
強
く
主
張
し
た
い
部
分

で
は
あ
る
が
、
主
に
理
念
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
具
体
性
に
欠
け
て

い
る
。
以
下
の
検
討
で
は
、
童
謡
を
用
い
た
教
育
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
の
か
、
そ
の
詳
細
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
た
い
。 

ま
ず
、「
自
序
」
に
お
け
る
理
念
と
類
似
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
童
謡
教

育
の
本
質
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、「
一
○
童

謡
と
教
育
」
の
章
の
、
六
七
、
六
八
、
六
九
の
文
脈
に
表
さ
れ
て
い
る
。
六

七
、「
こ
こ
で
一
寸
振
り
返
つ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
童
謡
教
育

に
つ
い
て
の
反
対
論
で
あ
り
ま
す
。
…
」。
六
八
、「
か
う
し
た
非
難
を
す
る

父
兄
達
は
、童
謡
教
育
の
本
質
、神
髄
を
知
ら
な
い
人
達
な
の
で
す
」。六
九
、

「
童
謡
教
育
は
、
何
回
も
申
し
ま
す
や
う
に
、
人
格
的
、
精
神
的
の
教
育
に

あ
り
ま
す
。
唄
ふ
こ
と
、
作
つ
て
見
る
こ
と
は
、
そ
の
手
段
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
決
し
て
ご
心
配
な
い
や
う
に
願
ひ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
」。
雨
情
は
、
六

七
に
お
い
て
、
童
謡
教
育
に
つ
い
て
の
反
対
論
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
、
そ

の
直
後
に
「
主
と
し
て
子
供
の
父
兄
か
ら
来
る
反
対
論
」
と
し
て
具
体
例
を

挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
子
供
を
声
楽
家
や
詩
人
に
す
る
の
で
は
な
い
の
だ

か
ら
、
学
科
を
怠
け
る
原
因
と
な
る
童
謡
を
教
え
ら
れ
て
は
困
る
、
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
雨
情
は
、「
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は
、
学
校
で

習
字
を
習
ひ
、
図
画
を
習
ひ
、
算
術
を
習
ひ
ま
す
が
、
で
は
、
あ
な
た
の
お

子
さ
ん
は
、
書
家
に
な
り
、
画
家
に
な
り
、
数
学
者
に
な
つ
て
し
ま
ふ
わ
け
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で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
反
論
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
六
八
の
記
述
に
つ

な
げ
て
い
る
。
六
八
で
は
「
童
謡
教
育
の
本
質
、
神
髄
」
と
い
う
言
葉
に
触

れ
て
お
り
、
そ
の
直
後
の
六
九
に
そ
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き

る
。
つ
ま
り
、
童
謡
教
育
の
本
質
・
神
髄
は
、
人
格
的
・
精
神
的
の
教
育
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ツ
テ
に

お
い
て
検
討
す
る
。 

 

「
五
詩
の
な
い
日
本
」
の
章
の
三
二
は
、
ど
の
よ
う
な
質
の
童
謡
を
扱
う

の
か
、
と
い
う
問
題
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
文
脈
自
体
は
、「
童
謡
の
教

育
が
、
如
何
に
必
要
で
あ
る
か
、
如
何
に
急
務
で
あ
る
か
。
／
そ
れ
は
、
こ

の
一
問
題
に
よ
つ
て
も
お
分
か
り
に
な
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。「
こ
の
一
問
題
」
と
は
、
章
の
見
出
し
に
も
あ
る
よ
う
に
、
日
本
に

詩
が
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
本
章
は
、
前
章
の
「
四
外
国
に
於
け
る
童

謡
の
一
瞥
」
で
、
外
国
と
の
比
較
を
行
い
、
そ
の
結
論
か
ら
導
き
出
し
て
い

る
章
で
あ
る
。
四
章
に
お
い
て
雨
情
は
、「
欧
米
諸
国
で
は
、
別
に
『
童
謡
』

と
か
『
詩
』
と
か
区
別
し
な
く
て
も
、
ど
ん
な
詩
を
取
つ
て
見
て
も
、
極
く

平
易
で
、
日
常
生
活
に
ぴ
つ
た
り
と
触
れ
て
居
り
、
あ
る
特
殊
の
詩
歌
を
除

い
て
は
、
線
路
工
夫
で
も
、
女
工
で
も
、
子
守
娘
で
も
、
誰
で
も
歌
つ
て
ゐ

る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
非
常
に
羨
し
い
こ
と
だ
と
考
へ
ま

す
」（
９
）

と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
日
本
で
は
、「『
詩
を
作
る
よ
り
は

田
を
作
れ
。』
で
、
昔
か
ら
詩
な
ど
と
い
ふ
も
の
は
、
日
常
生
活
と
は
何
の
交

渉
も
な
い
も
の
、
殿
上
人
と
か
、
遊
芸
人
と
か
い
ふ
階
級
の
玩
弄
物
と
し
て

し
か
考
へ
て
ゐ
」
な
い
（
10
）
、
だ
か
ら
、「
徒
ら
に
遠
廻
し
の
分
り
難
い
言
葉

が
羅
列
し
て
あ
り
，
ま
た
、
さ
う
し
た
も
の
で
な
く
て
は
、
価
値
が
な
い
や

う
に
考
へ
ら
れ
勝
ち
」（
11
）

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
が
雨
情
の
見

解
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
欧
米
で
は
あ
ら
ゆ
る
階
層
が
、
ま
た
、
大
人
も
子
ど

も
も
区
別
な
し
に
、
同
じ
歌
や
詩
を
持
っ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
、
一
般
民

衆
は
歌
や
詩
を
日
常
生
活
か
ら
排
除
し
て
し
ま
い
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら

は
上
層
階
級
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
に
際
し
、
雨
情
は
、「
伝
統
か
ら
解
放
さ
れ
、
新
し
く
生
れ
出

た
生
命
を
し
て
、
生
命
自
身
の
欲
す
る
が
ま
ま
に
よ
き
方
へ
伸
び
さ
せ
る
こ

と
」（
12
）

を
提
案
す
る
。
そ
し
て
、「
そ
れ
に
は
何
を
し
た
ら
よ
ろ
し
い
か
？

／
『
童
謡
を
与
へ
よ
！
』」（
13
）

と
、
結
論
に
導
い
て
い
る
。
こ
の
「
童
謡
を

与
へ
」
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
そ
の
直
後
に
現
れ
る
三
二
の
「
童
謡

の
教
育
」
と
同
じ
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
教
育
」

が
単
に
授
け
る
と
い
う
意
味
で
の
与
え
る
こ
と
を
指
す
と
言
う
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
与
え
る
と
い
う
語
は
、
そ
の
方
法
の
多
様
さ
に
お
い
て
広
い
意
味

も
持
ち
得
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
日
本
で
は
民
衆
の
日

常
生
活
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
詩
や
歌
を
身
近
な
も
の
に
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
童
謡
教
育
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
の
「
童
謡
」
と
は
、「
説
明
し
た
り
、
描
写
し
た
り
、

廻
り
く
ど
く
歌
つ
て
あ
る
よ
り
は
、
ぴ
つ
た
り
と
痛
切
に
肉
迫
し
て
来
る
や

う
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
次
に
、
八
八
で
は
、「
童
謡
教
育
の
本
旨
を
徹
底
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
単

に
児
童
に
童
謡
を
歌
は
せ
踊
ら
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
作
ら
せ
る
こ
と
も
重

大
な
意
義
を
持
つ
の
で
あ
り
ま
す
」と
、童
謡
教
育
の
方
法
に
触
れ
て
い
る
。

「
本
旨
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一
文
の
前
後
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
前
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に
検
討
し
た
理
念
・
本
質
の
内
容
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
八
七
は
「
一
三
童

謡
作
法
の
指
導
」
の
冒
頭
に
現
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
以
後
の
文
は
、
技

術
的
な
内
容
に
な
る
た
め
、
こ
の
一
文
か
ら
「
童
謡
教
育
」
に
つ
い
て
考
え

る
と
、
歌
わ
せ
る
こ
と
、
踊
ら
せ
る
こ
と
、
作
ら
せ
る
こ
と
を
含
ん
で
い
る

こ
と
が
分
か
る
。 

 

最
後
に
、三
四
は
童
謡
教
育
の
効
果
の
具
体
例
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

文
脈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
こ
れ
と
似
た
や
う
な
例
は
、
童
謡
教
育
を
取
入

れ
た
学
校
に
は
沢
山
あ
り
ま
す
」（
14
）
。
こ
こ
に
言
う
「
例
」
と
は
、
こ
の
章

「
七
童
謡
の
正
風
と
は
何
か
」
の
冒
頭
部
分
に
「
私
の
知
つ
て
ゐ
る
或
る
小

学
校
に
、
次
の
や
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」
と
あ
り
、
そ
の
後
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
例
を
指
し
て
い
る
。
以
下
に
内
容
を
要
約
す
る
。
素
行
が
悪
く
、

学
科
の
成
績
も
良
く
な
い
あ
る
少
年
が
、
学
校
で
も
家
で
も
叱
ら
れ
、
他
の

少
年
た
ち
か
ら
も
の
け
者
に
さ
れ
て
、
ま
す
ま
す
悪
い
こ
と
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
に
、
学
校
で
童
謡
教
育
が
始
め
ら
れ
、
以
来
こ
の

少
年
は
、
普
段
か
ら
童
謡
を
口
ず
さ
む
よ
う
に
な
り
、
教
え
ら
れ
る
童
謡
を

次
か
ら
次
へ
と
覚
え
て
行
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
彼
の
悪
戯
等
は
お
さ
ま
っ
て

来
て
、
そ
の
ま
ま
夏
休
み
に
入
っ
た
。
夏
休
み
中
、
こ
の
少
年
は
、
一
円
三

十
銭
の
童
謡
集
が
欲
し
い
た
め
に
、
遊
び
も
せ
ず
、
縄
を
綯
う
仕
事
を
し
て

い
た
。
夏
休
み
が
終
わ
る
と
、
彼
は
た
め
た
お
金
を
先
生
に
出
し
、
東
京
の

本
屋
か
ら
そ
の
童
謡
集
を
取
り
寄
せ
て
欲
し
い
と
先
生
に
頼
ん
だ
。
先
生
は

こ
の
少
年
の
変
わ
り
よ
う
に
大
変
喜
ん
だ
。以
上
が
大
筋
で
あ
る
。こ
れ
が
、

雨
情
の
言
う
童
謡
教
育
の
効
果
の
一
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
二
種
の
異
な

っ
た
効
果
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
童
謡
を
口
ず
さ
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
少
年
の
悪
い
素
行
が
お
さ
ま
っ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
童
謡

が
好
き
に
な
っ
た
た
め
に
、
一
心
に
仕
事
に
励
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
者
は
、
童
謡
教
育
そ
の
も
の
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

口
ず
さ
む
こ
と
に
よ
り
、
荒
ん
だ
心
が
良
い
方
向
に
向
か
う
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
そ
の
必
然
性
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
が
一
般
的
に
な
る
こ

と
を
期
待
で
き
る
効
果
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
後
者
は
、
特
殊
な
例
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
童
謡
集
を
手
に
入
れ
た
い
た
め
に
仕
事
を
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
日
常
的
な
童
謡
と
の
つ
な
が
り
と
は
異
な
る
も
の
で
、
副
産

物
的
な
効
果
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
雨
情
は
、「
付
加
へ
て
置
き

ま
す
が
、
こ
の
話
は
、
も
う
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
生
ん
で
居
り
ま
す
」（
15
）

と
述
べ
、
こ
の
少
年
の
話
に
伴
っ
て
現
れ
た
も
う
一
つ
の
副
産
物
的
な
効
果

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
雨
情
の
言
う
「
童
謡
教
育
の
効
果
」

に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
主
な
る
効
果
は
、
初
め
に
挙
げ
た
、
童
謡
を
口
ず
さ

む
こ
と
で
悪
戯
等
が
お
さ
ま
っ
た
こ
と
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、こ
の
具
体
例
の
中
の
文
脈
を
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
学
校
で
童
謡
教
育
を
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
時
、「
非

常
に
熱
心
な
先
生
」
が
「
正
し
い
童
謡
」
を
教
え
た
と
あ
る
。「
正
し
い
童
謡
」

で
あ
る
た
め
に
、「
学
科
の
方
は
出
来
な
い
要
太
郎
（
こ
の
少
年
の
名
前
―
引

用
者
注
）
で
も
、
日
常
の
言
葉
は
分
る
の
で
す
か
ら
、
童
謡
に
歌
つ
て
あ
る

こ
と
は
よ
く
分
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
そ
こ
で
」
と
雨
情
は
続
け

て
、
彼
が
「
一
人
で
歌
ふ
こ
と
が
出
来
る
や
う
に
な
り
」、「
そ
の
頃
か
ら
、

彼
の
悪
戯
は
だ
ん
だ
ん
と
数
少
く
な
り
」
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
副
産
物
的
な
効
果
を
生
む
に
も
、
ま
ず
、
子
ど
も
の
日
常
の
言
葉
で
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書
か
れ
た
童
謡
が
あ
り
、
そ
れ
を
手
に
し
た
子
ど
も
が
内
容
を
受
け
入
れ
な

が
ら
毎
日
口
ず
さ
み
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
心
が
穏
や
か
に
な
る
と
い
う
前

提
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
第
一
段
階
と
し
て
、
初
め
て
そ
こ
か
ら

派
生
す
る
効
果
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。 

三 

イ
の
分
析
（
カ
を
含
む
） 

 

雨
情
の
用
い
る
「
基
礎
教
育
」
の
「
基
礎
」
と
は
、
漠
然
と
し
た
意
味
を

表
し
て
い
る
。
用
例
は
二
例
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
語
は
異
な
っ
て
い

る
。
六
は
「
自
序
」
の
中
で
「
童
謡
教
育
は
一
に
国
民
性
擁
護
の
基
礎
教
育

で
あ
る
。」
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
童
謡
が
国
民
の
基
礎
と
し
て

教
育
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
で
検
討
し
た

部
分
と
も
重
な
っ
て
お
り
、
雨
情
が
「
国
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら

も
、
一
人
一
人
の
成
員
が
最
低
限
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
い
う
意
味
で
「
基
礎
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
と
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
、
七
二
は
、「
小
学
教
育
は
基
礎
教
育
で
あ
る
だ
け
、

そ
れ
だ
け
重
大
な
意
味
を
持
つ
て
居
り
ま
す
」
と
あ
り
、
そ
の
後
、
特
に
詳

し
く
説
明
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
例
は
、

「
小
学
教
育
」（
カ
）
が
根
本
的
な
教
育
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る

と
み
て
良
い
で
あ
ろ
う
。六
の
例
を
基
に
し
て
七
二
の
例
を
考
え
る
な
ら
ば
、

小
学
校
で
行
わ
れ
る
教
育
が
国
家
の
成
員
で
あ
る
国
民
の
基
礎
を
作
る
も
の

で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
と
し
て
、
童
謡
が
含
ま
れ
得
る
こ
と
を
示
し
た
と

解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

四 

ウ
・
エ
の
分
析 

 

ウ
の
「
児
童
教
育
」
は
、
書
名
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
で
分
か
る
よ
う
に
、

本
書
で
扱
う
中
心
的
な
内
容
で
あ
る
。
雨
情
は
「
児
童
」
と
「
子
供
」
と
を

特
に
区
別
な
く
用
い
て
い
る
た
め
、
エ
の
「
子
供
の
教
育
」
も
こ
こ
で
同
時

に
検
討
す
る
。
本
書
中
で
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
は
児
童
・
子
ど
も
の
教

育
を
指
す
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
二
三
、
二
九
で
は
、
次
の
よ
う
な
現

れ
方
を
し
て
い
る
。
二
三
、「
現
代
の
教
育
（
こ
の
場
合
、
勿
論
児
童
教
育
を

指
し
ま
す
、
以
下
同
じ
。）
が
、
…
」。
二
九
、「
私
は
こ
れ
か
ら
童
謡
の
全
体

の
姿
を
描
い
て
、
童
謡
と
児
童
教
育
の
こ
と
を
申
し
述
べ
る
の
で
あ
り
ま
す

が
、
…
」。
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
「
一
童
謡
の
使
命
」
に
お
け
る
記
述
で
、
こ

れ
か
ら
児
童
の
教
育
に
つ
い
て
話
す
こ
と
を
前
置
き
と
し
て
書
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
他
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
「
児
童
の
」「
子
供
の
」
と
い

う
断
り
の
言
葉
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
四
四
、「
非
正
風
童
謡
と
は
一
、
そ
の

歌
詞
が
、
文
語
体
や
雅
語
を
用
ひ
て
書
か
れ
た
も
の
、（
・
・
・
・
中
略
・
引

用
者
・
・
・
・
）
一
○
、
子
供
の
教
育
に
益
が
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
歌

は
せ
た
為
め
に
、
却
つ
て
子
供
を
悪
く
す
る
や
う
な
も
の
、
…
」。
四
五
、「
そ

れ
か
ら
児
童
教
育
に
た
づ
さ
は
つ
て
お
ゐ
で
の
方
は
、
…
」。
八
四
、「
子
供

の
教
育
に
た
づ
さ
は
る
人
は
、
あ
れ
位
の
気
持
を
持
つ
て
頂
き
た
い
と
、
私

は
思
ひ
ま
す
」。
八
五
、「
子
供
の
教
育
者
も
ま
た
、
良
寛
の
や
う
に
、
教
育

者
と
い
ふ
一
段
高
い
地
位
へ
立
た
ず
に
子
供
等
と
一
し
よ
に
遊
ぶ
と
い
ふ
気

持
で
居
ら
れ
た
い
と
思
ひ
ま
す
」。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
教
育
を
す
る
大
人
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
区
別
を
必
要
と
す
る
た

め
に
「
児
童
」「
子
供
」
を
接
続
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
四
四
の
場
合
は
、
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非
正
風
童
謡
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
雨
情
が
箇
条
書
き
に
し
て
提
示
し

て
い
る
も
の
の
一
部
で
あ
る
た
め
、
明
瞭
さ
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
も
言
え

る
。
な
お
、
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
教
育
者
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
雨
情
は
、
児
童
に
与
え
る
べ
き
良
い

童
謡
を
「
正
風
童
謡
」、
そ
の
反
対
で
「
排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
童
謡

を
「
非
正
風
童
謡
」
と
称
し
て
そ
れ
ぞ
れ
箇
条
書
き
で
述
べ
て
い
る
が
、
次

に
そ
れ
を
引
用
す
る
。 

「 

正
風
童
謡
と
は 

一
、
口
語
（
標
準
語
の
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
で
書
か
れ
た
も
の
、 

二
、
歌
ふ
こ
と
の
出
来
る
も
の
、 

三
、
踊
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
、 

四
、
子
供
に
も
大
人
に
も
分
る
も
の
、 

五
、
子
供
の
生
活
を
土
台
と
し
た
も
の
、 

六
、
童
心
性
そ
の
も
の
を
通
し
て
み
た
る
も
の
、 

七
、
巧
利
、
巧
智
に
走
ら
ず
、
清
新
な
、
純
真
な
感
情
を
歌
つ
た
も
の
、 

八
、
感
情
に
訴
へ
て
、
科
学
的
説
明
を
超
越
し
た
も
の
、 

九
、
す
べ
て
事
物
の
生
活
を
歌
つ
た
も
の
、 

一
○
、
芸
術
的
価
値
の
あ
る
も
の
、」（
16
） 

「 

非
正
風
童
謡
と
は 

一
、
そ
の
歌
詞
が
、
文
語
体
や
雅
語
を
用
ひ
て
書
か
れ
た
も
の
、 

二
、
歌
ふ
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
、 

三
、
踊
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
、 

四
、
子
供
だ
け
に
分
つ
て
大
人
に
分
ら
ず
、
ま
た
大
人
に
は
分
つ
て
も
子
供

に
は
分
ら
な
い
も
の
、
更
に
大
人
に
も
子
供
に
も
分
ら
な
い
や
う
な
も

の
、 

五
、
子
供
の
世
界
を
歌
つ
て
ゐ
な
い
も
の
、 

六
、
童
心
性
を
欠
き
、
不
純
な
も
の
、 

七
、
巧
利
巧
智
に
走
つ
た
も
の
、
つ
ま
り
香
水
童
謡
・
玩
具
童
謡
、 

八
、
科
学
的
説
明
や
、
理
智
に
訴
へ
な
け
れ
ば
意
味
の
な
い
も
の
、 

九
、
事
物
の
説
明
で
あ
つ
て
、
気
分
の
出
て
ゐ
な
い
も
の
、 

一
○
、
子
供
の
教
育
に
何
等
の
益
が
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
歌
は
せ
た
為

に
、却
つ
て
子
供
を
悪
く
す
る
や
う
な
も
の
、残
忍
性
を
帯
び
た
も
の
、

事
物
を
誤
り
伝
へ
て
ゐ
る
や
う
な
も
の
、」（
17
）
。 

非
正
風
童
謡
は
、
正
風
童
謡
に
対
応
す
る
形
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
一
般

の
読
者
に
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
直
接
「
教
育
」

と
い
う
言
葉
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
一
○
の
項
目
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の

後
四
五
に
お
い
て
、
児
童
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
者
が
正
風
と
非
正
風
を

見
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
正
風
童
謡
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
内
容
を
満
た
す
童
謡
す
べ
て
が
、
童
謡
教
育
に
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
か
ら
、
八
四
、
八
五
で
は
、
江
戸
時
代

の
越
後
の
僧
、
良
寛
の
二
つ
の
逸
話
を
持
ち
出
し
、
教
育
者
に
求
め
る
資
質

を
述
べ
て
い
る
。
八
四
は
一
本
の
筍
が
育
つ
の
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
、
良
寛

が
自
分
の
草
庵
の
床
板
と
屋
根
を
焼
い
て
、「
自
由
に
伸
び
」
る
（
18
）

こ
と

を
助
け
た
と
い
う
話
に
触
れ
て
い
る
。
八
五
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
で

い
た
良
寛
が
、
子
ど
も
に
だ
ま
さ
れ
る
の
だ
が
、
最
後
ま
で
そ
れ
に
気
付
か

ず
に
、
子
ど
も
の
よ
う
な
気
持
ち
で
遊
ん
で
い
た
と
い
う
話
を
受
け
、
前
に
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挙
げ
た
よ
う
な
文
脈
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
例
を
比
べ
た
時
、
同
じ

良
寛
の
行
動
で
あ
る
た
め
、
一
見
似
た
性
質
の
も
の
に
見
え
る
が
、
両
者
は

根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
、
良
寛
が
大
人
の
目
線
に
な
っ
て
い
る

が
、
後
者
は
、
良
寛
が
子
ど
も
の
目
線
で
動
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

に
も
、
大
人
に
大
人
と
子
ど
も
の
両
方
の
立
場
を
求
め
て
い
た
雨
情
の
考
え

方
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

五 

オ
・
キ
の
分
析 

 

こ
れ
ら
は
「
一
般
の
教
育
」
と
「
学
校
教
育
」
で
、
ど
ち
ら
も
当
時
の
通

常
に
行
わ
れ
て
い
る
小
学
校
教
育
を
指
し
て
い
る
。
文
脈
は
、
六
四
は
、「
世

の
中
が
物
質
文
明
に
赴
け
ば
赴
く
ほ
ど
、
従
つ
て
一
般
の
教
育
も
物
質
的
に

な
つ
て
来
る
の
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。」
と
い
う
も
の
で
、
小

学
校
で
の
具
体
例
に
連
ね
て
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
一
○
童
謡
と
教
育
」

と
い
う
章
で
あ
る
の
で
、「
教
育
」
と
い
う
語
も
頻
出
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
「（
二
）
物
質
教
育
の
弊
」
と
い
う
節
の
中
の
記
述
で
あ
る
た
め
、
詳
細
な

分
析
は
、
ス
と
一
緒
に
行
う
こ
と
と
す
る
。
九
一
は
、「
子
供
の
世
界
に
は
理

窟
と
い
ふ
も
の
を
容
れ
る
余
地
が
な
い
の
で
す
。
／
そ
れ
が
歳
を
と
る
に
つ

れ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
理
窟
が
入
り
込
ん
で
行
く
。
入
り
込
む
の
を
俟
た
な
い

で
、
所
謂
、
学
校
教
育
な
る
も
の
は
、
次
か
ら
次
へ
と
、
理
窟
を
注
ぎ
込
ん

で
行
き
ま
す
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
直
後
に
そ
れ
に
相
対
す
る
も
の

と
し
て
童
謡
を
出
し
、「
子
供
の
心
を
子
供
の
ま
ま
に
発
露
さ
せ
る
」
こ
と
、

「
子
供
を
し
て
無
心
の
ま
ま
大
空
に
向
つ
て
叫
ぶ
や
う
に
叫
ば
し
め
」（
19
）

る
こ
と
を
そ
の
特
徴
と
し
て
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
童
謡
の
対
極
と
し
て
出

さ
れ
て
い
る
「
理
窟
」
は
「
理
智
」
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
た
め
、
シ
の
検

討
で
も
こ
れ
を
参
考
に
す
る
。 

六 

ク
・
ケ
の
分
析 

 

ク
は
「
現
代
（
の
）
教
育
」
で
あ
る
が
、
ケ
「
現
在
の
教
育
」
と
同
義
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
緒
に
検
討
す
る
。
ま
ず
、
す
べ
て
の
文
脈
を
羅

列
し
て
み
る
。
二
二
、「
現
代
の
教
育
（
こ
の
場
合
、
勿
論
児
童
教
育
を
指
し

ま
す
、
以
下
同
じ
。）
が
、
大
い
な
る
欠
陥
を
蔵
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
何

等
の
変
化
も
な
く
児
童
を
指
導
し
て
行
つ
た
ら
如
何
な
る
で
せ
う
か
？
」。二

五
、「
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
当
事
者
―
主
と
し
て
小
学
校
に
実
際
的
に
教

鞭
を
取
つ
て
居
ら
れ
る
方
々
が
、
真
先
に
現
代
教
育
、
官
僚
教
育
の
大
な
る

欠
陥
を
覚
ら
れ
て
、
そ
の
弊
を
矯
め
よ
う
と
志
し
た
か
ら
に
他
あ
り
ま
せ

ん
。」。
二
八
、「
童
謡
は
、
以
上
の
や
う
に
、
現
代
教
育
の
欠
陥
を
補
つ
て
、

新
ら
し
い
生
命
を
、
新
ら
し
い
時
代
の
た
め
に
本
当
に
生
育
せ
し
む
る
力
と

な
る
こ
と
に
第
一
の
目
的
を
置
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
こ
れ
は
童
謡
が
単
に

唄
ふ
ば
か
り
の
表
面
的
な
も
の
で
な
く
、
も
つ
と
も
つ
と
内
部
的
な
、
人
間

組
織
の
根
本
に
ま
で
突
入
し
て
『
子
供
の
宗
教
』
と
な
り
、
そ
し
て
彼
等
を

本
来
的
に
育
て
上
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
意
味
な
の
で
あ

り
ま
す
。」。
五
六
・
五
七
「
、
童
謡
と
教
育
の
こ
と
を
論
じ
ま
す
に
は
、
順

序
と
し
て
現
代
の
教
育
を
一
瞥
し
て
置
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
／
現
代
の
教

育
に
大
な
る
欠
点
の
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
前
に
も
述
べ
ま
し
た
」。
五
八
、「
現

代
教
育
に
幾
多
の
欠
点
の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、
別
け

て
修
身
教
育
に
大
な
る
欠
陥
が
あ
る
と
私
は
思
ひ
ま
す
」。
七
五
、「
現
在
の

教
育
に
つ
い
て
の
欠
点
を
、
も
う
一
つ
挙
げ
て
見
ま
す
と
、
如
何
に
も
生
徒

と
先
生
と
の
間
に
、
大
き
な
溝
が
出
来
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
こ
と
―
そ
れ
が
欠
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点
の
大
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」。以
上
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、雨
情
は
、

「
現
代
」
ま
た
は
「
現
在
」
の
教
育
と
「
欠
陥
」「
欠
点
」
を
対
に
し
て
捉
え

て
い
る
。
で
は
、
具
体
的
に
何
が
欠
陥
で
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
る
。
二
二

の
前
の
部
分
に
は「
現
代
の
児
童
ほ
ど
、或
る
意
味
に
於
て
は
幸
福
で
あ
り
、

或
る
意
味
に
於
て
は
不
幸
で
あ
る
も
の
は
他
に
無
い
と
私
は
考
へ
て
ゐ
ま

す
」
と
し
た
上
で
、
現
代
を
「
物
質
文
明
」
と
規
定
し
、「
人
間
は
日
に
日
に

物
質
的
に
傾
き
、
本
当
に
人
間
ら
し
い
、
温
い
心
は
刻
一
刻
と
奪
は
れ
て
行

つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
や
う
な
、
寒
心
に
堪
へ
な
い
状
態
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
（
20
）
。
そ
の
上
に
立
っ
た
教
育
が
ま
ず
欠
陥
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、「
物
質
教
育
」
に
つ
い
て
は
ス
で
分
析
す
る
。
五
八
の
後
に
は
、
修
身
教

育
の
欠
陥
と
し
て
、
具
体
的
な
例
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
授
業

で
先
生
が
、
君
に
は
忠
義
、
親
に
は
孝
行
、
と
い
う
こ
と
を
「
内
容
の
理
解
、

不
理
解
に
関
す
る
こ
と
な
し
に
、
外
形
か
ら
す
べ
て
を
教
へ
込
ま
う
と
」
し

て
い
る
（
21
）

こ
と
を
示
し
、
実
際
に
は
生
徒
た
ち
が
そ
れ
を
実
行
し
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
反
対
の
も
の
と
し
て

童
謡
を
挙
げ
、「
内
容
の
理
解
―
乃
至
内
容
の
体
験
、事
実
か
ら
入
つ
て
行
く
」

（
22
）

も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
七
五
で
述
べ
て
い
る
主
旨
は
、
右
に
記

し
た
通
り
、
生
徒
と
教
師
に
隔
た
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

後
、「
こ
れ
を
円
満
に
解
決
す
る
こ
と
―
云
ひ
か
へ
れ
ば
、
両
者
の
心
が
ぴ
つ

た
り
と
合
致
す
る
や
う
に
な
る
た
め
に
は
」
と
問
い
か
け
、
唯
一
の
方
法
と

し
て
童
謡
を
挙
げ
て
い
る
。
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、「
童
謡
を
先
生
と
生

徒
と
手
を
と
つ
て
歌
つ
て
ゐ
る
う
ち
に
、
両
者
の
心
に
溝
が
な
く
な
つ
て
来

る
」
と
述
べ
て
い
る
（
23
）
。 

七 

シ
・
ス
の
分
析
（
タ
を
含
む
） 

 

こ
こ
で
、
シ
「
理
智
的
（
の
）
教
育
」、
ス
「
物
質
（
的
）（
の
）
教
育
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
一
九
は
、「
そ
れ
は
ど
ん
な
欠
陥
か
？
／
一
言
に
し

て
申
し
ま
す
れ
ば
、
時
代
と
共
に
押
し
流
さ
れ
て
ゐ
る
…
…
と
で
も
云
ひ
ま

せ
う
か
。
つ
ま
り
時
代
に
対
す
る
批
判
―
厳
正
な
る
批
判
か
ら
出
発
し
た
新

ら
し
い
考
へ
が
無
い
。
世
と
共
に
押
し
移
つ
て
行
つ
て
ま
す
ま
す
物
質
的
、

理
智
的
の
教
育
し
か
施
し
て
ゐ
な
い
、
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
文

脈
に
現
れ
る
。
こ
こ
に
引
用
し
た
最
初
の
部
分
は
、
ノ
の
「
教
育
機
関
」
の

欠
陥
を
指
し
て
い
る
。
ノ
は
二
二
・
二
三
の
直
後
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
次
の
文
脈
を
見
て
も
小
学
校
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
現
下

の
急
務
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
目
下
の
教
育
機
関
の
欠
点
を
補
ふ
こ
と
―
単
に

理
窟
の
上
で
補
ふ
ば
か
り
で
な
く
、
実
際
上
に
於
て
、
ぴ
し
ぴ
し
補
つ
て
行

く
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
こ
の
前
の
部
分
で
、
小
学
校
の
欠
点
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
が
同
一
の
も
の
を
指
し
て
い

る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
学
校
教
育
の
欠
点
が
、

イ
コ
ー
ル
「
物
質
的
、
理
智
的
の
教
育
」
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
で

は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
教
育
で
あ
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、物
質
教
育
に
つ
い
て
は
、「
一
○
童
謡
と
教
育
」の
章
の
中
で
、「（
二
）

物
質
教
育
の
弊
」
と
い
う
節
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
記
述
を
参
考

に
す
る
こ
と
と
す
る
。
雨
情
は
、
こ
の
前
節
で
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

現
代
教
育
の
中
で
も
特
に
修
身
教
育
に
欠
陥
が
あ
る
と
し
た
上
で
、「
現
代
の

修
身
教
育
な
る
も
の
は
、
大
概
は
歴
史
的
事
実
の
説
明
か
、
あ
る
概
念
の
叩

き
込
み
か
で
あ
り
ま
す
」（
24
）

と
、
欠
陥
の
内
容
を
こ
こ
に
求
め
て
い
る
。
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本
節
の
冒
頭
で
は
、
そ
れ
を
受
け
、「
歴
史
的
事
実
の
説
明
や
、
概
念
の
叩
き

込
み
か
ら
す
る
教
育
」（
六
一
）
を
批
判
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の
心

が
「
価
値
の
多
い
事
と
は
何
の
関
係
も
な
く
、
別
の
方
向
へ
ば
か
り
伸
び
て

行
く
」た
め
に
、「
先
生
は
叱
責
と
い
ふ
武
器
を
用
ひ
る
外
に
仕
方
が
な
く
な
」

る
と
い
う
例
を
挙
げ
、「
こ
れ
が
物
質
教
育
の
弊
と
見
て
も
い
い
と
思
ひ
ま

す
」（
六
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
そ
の
反
対
」
が
「
情
操
教
育
」

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
25
）
。
こ
こ
で
は
、「
修
身
教
育
」
そ
の
も
の
の
価

値
は
認
め
る
も
の
の
、
そ
の
方
法
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、「
一
三
童
謡
作
法
の
指
導
」
の
章
の
「（
三
）
理
窟
を
去
れ
」
と
い
う
節

に
は
、
八
九
、
九
○
の
「
私
は
幾
度
か
理
智
を
排
斥
し
、
童
謡
は
直
接
児
童

の
感
情
に
訴
へ
て
行
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
申
し
ま
し
た
。
／
児

童
に
童
謡
を
作
ら
す
時
、
気
を
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
一
つ
は
、
彼
等

は
理
智
教
育
、
物
質
教
育
の
結
果
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
、
子
供
本
来

の
世
界
か
ら
離
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
て
、
成
人
の
世
界
か
ら
、
物
質
的
、
科
学

的
の
世
界
か
ら
物
を
見
る
弊
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
」と
い
う
文
が
あ
る
。

そ
し
て
、「
前
に
掲
げ
ま
し
た
『
ト
マ
ト
畑
…
…
』
な
ど
が
、
そ
の
一
例
で
ご

ざ
い
ま
す
。」（
26
）

と
言
い
、
具
体
例
と
関
連
づ
け
て
い
る
。
こ
の
例
と
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
雨
情
の
創
作
し
た
童
謡
の
中
に
「
ト
マ
ト
畑
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
（
27
）
、
そ
の
中
の
「
ト
マ
ト
畑
が
／
み
な
枯
れ
る
」
と

い
う
表
現
に
つ
い
て
、
あ
る
女
学
生
が
、
ト
マ
ト
が
枯
れ
る
の
で
な
く
畑
が

枯
れ
る
と
い
う
の
は
お
か
し
い
と
言
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
雨
情
は
、「『
山
が
枯
れ
た
。
山
が
焼
け
た
。
山
が
青
く
な
つ
た
。』
と

い
ふ
や
う
な
言
葉
は
、
日
常
、
誰
に
も
分
か
る
こ
と
で
あ
り
、
又
、
誰
も
使

用
し
て
ゐ
る
言
葉
で
は
な
い
で
せ
う
か
」
と
説
明
し
、
こ
の
生
徒
の
意
見
に

つ
い
て
、「
わ
ざ
と
畑
が
枯
れ
る
わ
け
は
な
い
！
と
い
ふ
や
う
に
、
日
常
茶
飯

の
こ
と
を
分
析
し
て
か
か
つ
て
ゐ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
（
28
）
。
そ
し
て
、

童
謡
は
、「
頭
で
行
く
べ
き
も
の
で
な
く
、
飽
く
ま
で
も
素
直
な
心
で
行
く
べ

き
も
の
」（
29
）

で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
で
、「
頭
で
行
く
」
も
の

と
「
素
直
な
心
」
と
が
対
照
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
、
童
謡
中
の
表
現
も

理
窟
で
解
釈
す
る
態
度
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
そ
の

対
極
を
表
す
後
者
が
指
す
内
容
は
、
こ
の
記
述
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
日

常
茶
飯
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の

直
後
に
、「
理
智
に
よ
つ
て
汚
さ
れ
な
い
、
本
当
に
純
真
な
世
界
」
と
し
て
「
子

供
の
生
活
」
と
い
う
表
現
を
出
し
、
そ
れ
が
「
子
供
の
日
常
の
行
為
、
精
神

的
に
も
肉
体
的
に
も
、
そ
の
全
部
の
も
の
を
指
」
す
と
説
明
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
頭
の
中
で
理
窟
で
考
え
る
理
知
的
な
行
動
が
大

人
の
も
の
で
あ
り
、
子
供
の
生
活
は
そ
の
よ
う
な
行
動
が
入
り
込
ん
で
い
な

い
状
態
で
あ
る
、
と
い
う
雨
情
の
考
え
方
が
窺
え
る
。
同
時
に
、
オ
・
キ
の

検
討
で
み
た
「
理
窟
」
に
関
す
る
記
述
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
理
屈
を
受
け

入
れ
な
い
「
子
供
の
心
を
子
供
の
ま
ま
に
発
露
さ
せ
る
」
こ
と
が
「
情
操
教

育
」で
あ
り
、童
謡
を
用
い
れ
ば
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

こ
こ
で
、
ク
か
ら
ス
ま
で
の
文
脈
を
総
合
し
て
考
え
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
と
言
え
る
。
雨
情
の
考
え
る
子
ど
も
・
児
童
は
理
窟
で
物
を
見
る

こ
と
を
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
現
代
は
、
大
人
が
「
事
実
の
説
明
」
や
「
概

念
の
叩
き
込
み
」
と
い
っ
た
「
理
智
教
育
」「
物
質
教
育
」
を
行
う
た
め
に
、

教
育
内
容
が
伝
わ
ら
な
い
。「
理
智
教
育
」「
物
質
教
育
」
の
対
極
に
あ
る
も
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の
は
、「
情
操
教
育
」「
人
格
的
の
教
育
」「
精
神
的
の
教
育
」
で
あ
り
、
童
謡

に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
そ
れ
が
即
ち
ト
「
真
の
教
育
」
で
あ
る
。

次
に
、
チ
「
情
操
教
育
」、
ツ
「
人
格
的
（
の
）
教
育
」、
テ
「
精
神
的
の
教

育
」、
そ
し
て
ト
「
真
の
教
育
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
検
討
す
る
。 

八 

チ
・
ツ
・
テ
・
ト
の
分
析
（
セ
・
ソ
を
含
む
） 

 

チ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
理
智
教
育
・
物
質
教
育
に
関
す

る
記
述
か
ら
逆
説
的
に
導
き
出
し
、
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
直
接
「
情

操
教
育
」
と
い
う
語
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
二
箇
所
で
あ
る
。
六
五
、

「
近
頃
に
な
り
ま
し
て
、
当
局
者
も
、
こ
の
情
操
教
育
と
い
ふ
こ
と
に
重
き

を
置
く
や
う
に
な
り
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
申
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で

す
が
、
遺
憾
な
が
ら
往
々
そ
の
計
画
を
裏
切
つ
て
ゐ
る
や
う
な
結
果
を
見
て

居
り
ま
す
。」。
六
六
、「
子
供
の
情
操
教
育
の
唯
一
の
資
料
は
、
童
謡
に
あ
る

こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
童
謡
た
る
や
、
と
も
す
れ
ば
、
却
つ
て

児
童
の
心
の
純
真
さ
を
汚
し
て
、
彼
等
を
飛
ん
で
も
な
い
方
向
へ
導
く
や
う

な
も
の
が
無
い
で
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。」。
こ
の
よ
う
に
、
前
後
に
そ
の

説
明
が
施
さ
れ
て
い
る
部
分
は
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
方
、
セ
・

ソ
の
表
れ
る
文
脈
は
、「
近
頃
続
々
と
本
に
な
つ
て
出
版
さ
れ
る『
芸
術
教
育
』

『
文
芸
教
育
』
…
…
等
は
、
皆
こ
の
欠
陥
を
認
め
て
、
そ
れ
を
補
ふ
た
め
に

主
張
さ
れ
る
に
他
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
も
の
で
、「
こ
の
欠
陥
」
と
は
、
理

智
・
物
質
教
育
を
指
す
。
こ
こ
か
ら
、
チ
の
方
法
と
し
て
提
示
さ
れ
、
と
も

に
ト
「
真
の
教
育
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
る
。
次
に
ツ
テ
で
あ
る
が
、

五
四
は
、「
童
謡
の
教
育
は
、
あ
く
ま
で
も
精
神
的
、
人
格
的
の
教
育
で
あ
り

ま
し
て
、
や
が
て
童
謡
が
一
歩
進
ん
で
、
子
供
の
世
界
に
於
け
る
唯
一
の
宗

教
と
し
て
の
役
目
を
果
す
こ
と
ま
で
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ

り
ま
す
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
後
「
童
謡
と
教
育
の
こ
と
を
論
じ
ま
す
に

は
、
順
序
と
し
て
現
代
の
教
育
を
一
瞥
し
て
置
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
30
）

と
続
く
、
前
置
き
の
役
割
を
果
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
四
三
と

七
○
の
文
脈
で
は
、
こ
の
教
育
が
、
童
謡
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に
成
り
立
つ

の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
四
三
は
、「
し
か
し
茲
に
云
ふ
教
育
と
い
ふ
こ

と
は
、
物
質
的
の
教
育
で
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
精
神
的
、
人
格
的
の
教
育

で
あ
り
ま
す
」と
あ
り
、そ
の
後
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
い
る
。「
例
へ
ば
、 

 
 
 

七
つ
の
子 

 
 

烏 

な
ぜ
啼
く
の 

 
 

烏
は
山
に 

 
 

可
愛
い
七
つ
の 

 
 

子
が
あ
る
か
ら
よ 

  
 

可
愛 

可
愛
と 

 
 

烏
は
啼
く
の 

 
 

可
愛 

可
愛
と 

 
 

啼
く
ん
だ
よ 

  
 

山
の
古
巣
に 

 
 

行
つ
て
見
て
ご
ら
ん 

 
 

丸
い
眼
を
し
た 

 
 

い
い
子
だ
よ
。 

 
 
 
 

（
十
五
夜
お
月
さ
ん
、
童
謡
十
講
所
載
） 
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こ
の
一
篇
を
読
み
、
且
つ
歌
つ
た
か
ら
と
い
つ
て
、
子
供
は
別
に
烏
と
い

ふ
も
の
つ
い
て
科
学
的
智
識
を
得
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
烏
が
啼
く
こ
と

や
、
巣
の
中
に
ゐ
る
子
烏
の
こ
と
な
ど
は
誰
も
知
つ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。 

 

然
し
、
こ
れ
を
歌
つ
て
ゐ
る
う
ち
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
心
の
奥
底
に
「
あ

る
も
の
」
が
哺
ま
れ
て
行
く
こ
と
は
誰
も
否
定
い
た
し
ま
す
ま
い
」（
31
）
。 

 

こ
こ
に
述
べ
て
い
る
「
あ
る
も
の
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
前
述
の
理

智
・
物
質
教
育
が
、
事
実
の
説
明
・
智
識
の
詰
め
込
み
に
終
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
反
論
し
て
い
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
ス
の
六
二
に
見
た
「
価
値

の
多
い
事
」
が
、
か
ら
す
の
よ
う
な
動
物
を
「
可
愛
い
」
と
思
う
感
情
に
当

た
り
、
こ
れ
を
大
人
か
ら
押
し
付
け
る
の
で
な
く
、
も
と
も
と
子
ど
も
の
中

に
あ
る
も
の
を
引
き
出
す
、
ま
た
は
、
何
度
も
歌
う
こ
と
で
維
持
し
、
さ
ら

に
伸
ば
す
こ
と
を
童
謡
の
役
割
と
し
て
求
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
シ
ス
の
八
九
・
九
○
の
検
討
か
ら
考
え
る
と
、「
理

智
に
よ
つ
て
汚
さ
れ
な
い
」、「
子
供
の
世
界
」
と
し
て
、
動
物
を
可
愛
い
と

思
う
心
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

次
に
、
七
○
は
次
の
よ
う
な
文
脈
に
現
れ
て
い
る
。「
童
謡
教
育
は
、
何
回

も
申
し
ま
す
や
う
に
、
人
格
的
、
精
神
的
の
教
育
に
あ
り
ま
す
。
唄
ふ
こ
と
、

作
つ
て
見
る
こ
と
は
、
そ
の
手
段
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
決
し
て
ご
心
配
な
い

や
う
に
願
ひ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

ホ
ー
ホ
ー
鳥 

 

鶉
の
鳥
が 

田
甫
で 

啼
い
た 

 

田
甫
の
土
を 

踏
み 

踏
み 

啼
い
た 

 

ホ
ー
ホ
ー
鳥
も 

お
山
で 

啼
い
た 

 

お
山
の
森
に 

隠
れ
て 

啼
い
た 

 

も
う
日
が
暮
れ
る 

お
家
へ
帰
ろ
。 

 
 
 
 

（
十
五
夜
お
月
さ
ん
所
載
） 

 

か
う
歌
ひ
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
の
び
や
か
に
、
飽
く
ま
で
楽
し
く
、
そ
の

日
そ
の
日
の
学
科
を
い
そ
し
み
、
励
ん
で
こ
そ
、
他
の
学
科
も
苦
し
ま
ず
に

興
味
的
に
覚
え
て
行
く
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
り
ま
す
」。 

 
こ
こ
で
は
、
内
容
が
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
歌
う
こ
と

自
体
に
楽
し
さ
を
求
め
て
い
る
。
雨
情
は
、
前
に
、「
八
正
風
童
謡
続
話
」
の

「（
三
）
教
育
資
料
と
し
て
の
童
謡
」
の
節
で
、「
童
謡
が
歌
へ
る
や
う
に
な

つ
た
か
ら
と
云
つ
て
、
理
科
の
科
目
が
よ
り
よ
く
出
来
る
や
う
に
な
る
も
の
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で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
地
理
が
明
る
く
な
る
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」（
32
）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
主
た
る
目
的
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
童

謡
を
歌
い
、
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
却
つ
て
」、「
他
の
学
科
の
勉
強
の
疲
れ

を
慰
す
る
助
け
と
も
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
33
）
、
四
三
で
検
討
し

た
よ
う
な
情
操
教
育
と
し
て
の
効
果
の
上
に
、
そ
れ
に
伴
う
も
の
と
し
て
こ

の
効
果
も
考
え
ら
れ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
副
次
的

な
も
の
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
軽
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
雨
情

は
、
六
四
の
「
一
般
の
教
育
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
物
質
教
育
で
あ
る
こ
と

を
批
判
し
た
の
ち
、
補
足
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
世
は
日
一
日
と

か
さ
か
さ
し
た
、
何
の
う
る
ほ
ひ
も
無
い
も
の
に
な
つ
て
行
き
ま
す
。
子
供

の
心
が
、
ひ
と
り
そ
こ
に
超
越
し
て
、
そ
の
風
に
染
ま
な
い
で
ゐ
る
こ
と
は

む
づ
か
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。（
・
・
・
・
中
略
・
引
用
者
・
・
・
・
）
童

謡
は
、
こ
の
か
さ
か
さ
し
た
世
の
中
に
水
を
打
ち
、
子
供
の
心
を
柔
げ
て
行

く
も
の
で
あ
り
ま
す
」（
34
）
。
つ
ま
り
、
理
智
・
物
質
教
育
の
欠
陥
の
目
立
つ

修
身
教
育
で
は
、
童
謡
教
育
に
よ
る
情
操
・
人
格
的
・
精
神
的
教
育
が
必
要

で
あ
る
が
、
理
智
・
物
質
教
育
の
方
法
を
続
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
科

も
存
在
し
、
そ
れ
を
学
ぶ
児
童
に
と
っ
て
は
、
童
謡
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
心
が
や
わ
ら
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
と
捉
え
得
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
雨
情
の
記
述
の
中
に
は
、「
歌
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
、
話
す

こ
と
と
同
じ
く
自
然
的
な
人
間
の
欲
求
」（
35
）

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
童
謡

は
歌
ふ
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
踊
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
36
）

と
い
う
主
張
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ

る
。
こ
れ
と
同
じ
意
味
を
表
す
文
は
、
本
書
中
の
所
々
に
見
ら
れ
る
が
、
雨

情
の
考
え
で
は
、
理
智
・
物
質
教
育
が
自
然
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
童
謡
、

つ
ま
り
歌
う
と
い
う
自
然
の
行
動
が
そ
の
ス
ト
レ
ス
を
や
わ
ら
げ
る
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

次
に
、
ト
「
真
の
教
育
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
れ
は
、
前
に
も
記
し

た
よ
う
に
、チ
ツ
テ
全
体
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
語
で
あ
る
。七
六
、

七
七
、
七
八
は
、
七
三
の
内
容
を
ま
と
め
る
形
で
、「
い
か
に
、
む
つ
か
し
い

議
論
を
し
た
と
て
始
り
ま
せ
ん
。
真
の
教
育
は
、
か
う
し
た
場
合
に
な
さ
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
。（
・
・
・
・
中
略
・
引
用
者
・
・
・
・
）
真
の
教
育
は
、

理
解
あ
る
先
生
を
ま
つ
て
始
め
て
出
来
、
ま
た
真
の
教
育
は
、
子
供
の
心
を

飽
く
ま
で
も
素
直
に
伸
ば
し
て
行
く
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
七
三
の
内
容
を
検
討
し
た
い
。
七
三
は
、「
真

の
教
育
は
如
何
に
し
て
出
来
る
か
？
」と
い
う
問
い
か
け
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
、
そ
の
答
え
と
し
て
、「
そ
こ
に
は
た
だ
一
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

／
『
童
謡
に
よ
つ
て
。』
／
こ
れ
が
一
番
の
捷
径
で
あ
り
ま
す
。
／
童
謡
を
先

生
と
生
徒
と
手
を
と
つ
て
歌
つ
て
ゐ
る
う
ち
に
、
両
者
の
心
に
溝
が
な
く
な

つ
て
来
る
」（
37
）

と
、
ケ
の
七
五
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
現
代
教
育
の
欠
陥

の
一
つ
と
さ
れ
る
、
先
生
と
生
徒
の
隔
た
り
に
対
応
す
る
方
法
と
し
て
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
も
具
体
的
な
童
謡
作
品
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

「 
 

雀
の
家 

  
 

雀
の
お
家
は
、 

 
 

ど
こ
で
せ
う 
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雀
に
聞
い
て
も 

 
 

か
く
し
て
る 

  
 

子
雀 
だ
ま
し
て
聞
い
た
れ
ば 

 
 

小
さ
い
声
で
云
ひ
ま
し
た 

  
 

学
校
の
う
し
ろ
の
篠
藪
に 

 
 

お
家
が
あ
る
の
と 

 
 

云
ひ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

（
十
五
夜
お
月
さ
ん
所
載
） 

  

か
う
し
て
先
生
と
生
徒
と
、お
互
ひ
に
手
を
取
つ
て
歌
ひ
合
つ
て
ゐ
る
時
、

そ
こ
に
は
最
早
、
怖
い
小
父
さ
ん
も
小
憎
い
腕
白
も
無
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

 

更
に
ま
た 

  
 
 

子
と
ろ 

  
 

こ
を
と
ろ
こ
と
ろ 

 
 

田
甫
の
中
の 

 
 

雲
雀
の
子
と
ろ 

  
 

畑
の
中
に 

 
 

菜
種
の
花
は 

 
 

な
ら
ん
で
咲
い
た 

  
 

厩
の
背
戸
の 

 
 

豌
豆
の
花
も 

 
 

な
ら
ん
で
咲
い
た 

  
 

こ
を
と
ろ
こ
と
ろ 

 
 

親
鳥
留
守
だ 

 
 

雲
雀
の
子
と
ろ
。 

 
 
 
 

（
十
五
夜
お
月
さ
ん
所
載
「
遊
戯
唄
」） 

  

そ
こ
に
は
子
供
も
大
人
も
無
い
、
二
つ
が
一
つ
に
合
致
し
た
姿
が
あ
り
ま

す
」（
38
）
。 

 

こ
こ
に
は
、
童
謡
を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
師
と
児
童
と
の
隔
た
り
が

な
く
な
る
と
い
う
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
人
と
子
ど
も
が
同
じ

感
情
を
共
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
見
、
大
人
が
、
童
謡
と
い
う
子

ど
も
の
世
界
を
表
現
し
た
媒
質
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
心
情
に
同
化
す
る
こ

と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
の
童
謡
自
体
は
、
大
人
の
考
え
る
理
想
の
子
ど

も
像
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
教
育
が
通
り
や
す
く
な
る
と
い
う

視
点
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
双
方

が
歩
み
寄
っ
た
地
点
で
の
共
有
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
雨
情
は

大
人
が
創
作
し
た
童
謡
の
み
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
童
謡

の
創
作
も
奨
励
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
子
ど
も
が
創
作
し
た
童
謡
を
大
人
が

受
け
取
る
場
合
に
は
、
共
有
点
が
ま
っ
た
く
子
ど
も
の
側
に
あ
る
こ
と
に
な
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り
、
一
方
的
に
大
人
が
そ
の
世
界
に
入
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
行
き
た
い
。 

 

第
四
章 
結
論 

  

全
体
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ア
「
童
謡
教
育
」
は
イ

「
基
礎
教
育
」
で
あ
る
カ
「
小
学
教
育
」（
キ
「
学
校
教
育
」）
の
中
で
行
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ウ
「
児
童
教
育
」・
エ
「
子
供
の
教
育
」
は
、

児
童
の
視
点
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、ク「
現

代
の
教
育
」・
ケ
「
現
在
の
教
育
」
は
サ
「
官
僚
教
育
」
の
も
と
で
シ
「
理
智

教
育
」・
ス
「
物
質
教
育
」
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
タ
「
修
身
教
育
」
に
お
い

て
そ
の
欠
点
が
大
き
く
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
救
う
た
め
に
は
、
童
謡
教
育

の
よ
う
な
、
セ
「
芸
術
教
育
」・
ソ
「
文
芸
教
育
」
な
ど
を
用
い
た
チ
「
情
操

教
育
」・
ツ
「
人
格
的
教
育
」・
テ
「
精
神
的
教
育
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

が
即
ち
ト
「
真
の
教
育
」
で
あ
る
。 

 

こ
こ
か
ら
、
雨
情
の
考
え
る
真
の
教
育
と
は
情
操
教
育
・
人
格
的
教
育
・

精
神
的
教
育
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
。 

素
直
な
良
い
感
情
が
、
も
と
も
と
子
ど
も
の
心
の
中
に
あ
る
と
捉
え
、
そ

れ
を
引
き
出
す
形
で
導
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
童
謡
で
あ
り
、
そ
れ
を
実

現
し
た
も
の
が
情
操
教
育
・
人
格
的
教
育
・
精
神
的
教
育
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
大
人
の
視
点
で
伸
ば
し
て
行
く
べ
き
良
い
感

情
と
排
斥
す
べ
き
悪
い
感
情
と
を
選
別
し
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、雨
情
は
、

子
ど
も
に
か
え
っ
た
心
情
で
童
謡
を
創
作
す
る
と
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
初

め
に
大
人
の
感
覚
で
理
想
の
子
ど
も
像
を
描
き
、
そ
れ
に
基
づ
く
子
ど
も
の

世
界
に
入
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
人
は
、
童
謡
を

通
し
て
子
ど
も
の
世
界
に
入
っ
て
子
ど
も
と
接
触
す
る
こ
と
を
試
み
る
が
、

同
時
に
、
子
ど
も
も
自
然
と
大
人
の
想
定
す
る
教
育
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
、
雨
情
が
求
め
る
、
童
謡
を
用
い
た
真
の
教
育
と
は
、
相
互

に
引
き
合
う
形
を
と
っ
て
そ
の
場
が
作
ら
れ
、
目
指
す
方
向
も
ま
た
、
子
ど

も
自
身
の
中
に
内
在
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
、
大
人
か
ら
見

た
理
想
像
へ
向
か
う
と
い
う
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
、
二
重
性
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。 

 <

注
釈> 

 (

1) 

野
口
雨
情
『
童
謡
と
児
童
の
教
育
』 

イ
デ
ア
書
院 

大
正
十
二
年
。 

『
定
本 

野
口
雨
情
』
第
七
巻 

未
来
社 

一
九
八
六
年 

所
収
。 

(

2) 

野
口
雨
情
『
童
謡
十
講
』
金
の
星
出
版
部 

大
正
十
二
年 

初
出 

 

『
定
本 

野
口
雨
情
』
第
七
巻 

未
来
社 

一
九
八
六
年 

所
収 

一
五
四
頁
。 

 
(

3) 

金
田
啓
子
「
野
口
雨
情
の
『
童
謡
十
講
』
に
お
け
る
『
教
育
』
の
検
討 

『
人

文
科
教
育
研
究
』
第
二
九
号 

二
○
○
二
年
。 

(

4) 

野
口
雨
情
『
定
本 

野
口
雨
情
』
第
七
巻 

未
来
社 

一
九
八
六
年 

四
八

八
頁
。 

(
5) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
一
三
頁
。 

(
6) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
一
三
頁
。 

(

7) 
野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
一
三
頁
。 

(

8) 
野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
一
三
頁
。 

(

9) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
三
一
頁
。 

(

10) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
三
二
頁
。 

(

11) 

野
口
雨
情 
前
掲
書 

三
三
一
頁
。 

(

12) 

野
口
雨
情 
前
掲
書 

三
三
三
頁
。 
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(

13) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
三
三
頁
。 

(
14) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
三
九
頁
。 

(
15) 

「
付
加
へ
て
置
き
ま
す
が
、
こ
の
話
は
、
も
う
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
生
ん

で
居
り
ま
す
。
／
と
申
す
の
は
、
か
う
し
た
先
生
の
訓
話
を
聞
い
て
ゐ
た
生
徒
の

う
ち
に
、
一
人
の
金
持
の
息
子
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
子
息
は
、
平
素
粗
暴
な
こ

と
ば
か
り
し
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
／
所
が
要
太
郎
（
前
述
の
少
年
－
引
用
者

注
）
の
行
為
を
聞
い
て
、
そ
の
生
徒
は
、
痛
く
自
分
の
行
ひ
を
恥
じ
て
、
こ
れ
も

今
ま
で
の
素
行
を
す
つ
か
り
改
め
た
の
で
あ
り
ま
し
た
」 

野
口
雨
情 

前
掲
書 
三
三
八
・
三
三
九
頁
。 

(

16) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
五
四
・
三
五
五
頁
。 

(

17) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 
三
五
五
頁
。 

(

18) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 
三
八
九
頁
。 

(

19) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

四
二
九
頁
。 

(

20) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
一
六
頁
。 

(

21) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
七
○
頁
。 

(

22) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
七
二
頁
。 

(

23) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
八
五
頁
。 

(

24) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
七
七
頁
。 

(

25) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
七
八
頁
。 

(

26) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

四
二
六
頁
。 

(

27) 
 
 

ト
マ
ト
畑 

 
 
 
 

雨
降
り
雲
は
／
な
ぜ
来
な
い
／
ト
マ
ト
畑
が
／
み
な
枯
れ
る 

 
 
 
 

ト
マ
ト
畑
に
／
太
陽
は
／
じ
り
り
じ
り
り
と
／
照
ら
し
て
る 

 
 
 
 

雨
降
り
雲
は
／
な
ぜ
来
な
い
／
ト
マ
ト
畑
が
／
み
な
枯
れ
る 

 
 
 
 

ト
マ
ト
畑
の
／
百
姓
は
／
赤
い
ト
マ
ト
を
／
眺
め
て
る 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
四
三
・
三
四
四
頁
。 

(

28) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
四
五
頁
。 

(

29) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
四
五
頁
。 

(

30) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
七
○
頁
。 

(

31) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
四
九
・
三
五
○
頁
。 

(

32) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
四
九
頁
。 

(

33) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
八
四
頁
。 

(

34) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
八
○
・
三
八
一
頁
。 

(

35) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
二
五
頁
。 

(

36) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
二
六
頁
。 

(

37) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
八
五
頁
。 

(

38) 

野
口
雨
情 

前
掲
書 

三
八
六
・
三
八
七
・
三
八
九
頁
。 

 

主
指
導
教
員
（
齋
藤 

勉
教
授
）、
副
指
導
教
員
（
井
上
正
志
教
授
・
清
田
文
武
教
授
） 
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